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１ 鉄道維持案
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新型車両13両導
入のため投資額増

列車無線デジタル化の対応、
浄化槽更新、ワンマン機器更

新のため投資額増
複数の鋼橋塗り替え
のため投資額増

・30年間の累計赤字想定額は473.3億円、 平均赤字想定額は15.8億円となっている。

軌道関連（レール・まくらぎ）を当初10年に集中投資
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① 鉄道維持案

収支シミュレーション
の概要

将来の利用者数の推計をもとに、初年度からの30年間について営業収支を推測する。特に
土木・駅・軌道、電気、車両の更新に必要な経費を反映して損益収支及び資金収支をシ
ミュレーションした。

人件費については、鉄道運営に本来必要な職員数（2024年度より14人増）とした。

過去5年間の実績の平均値から、今後30年間の物価上昇率を年4.1％、建設費上昇率を
年3.4％に設定。

物価上昇率が10年間で約4割であることと、近年の他鉄道の値上げ実態等を考慮し、運賃
は5年ごとに約2割の値上げとした。

国・県補助金のほか、交付税措置も踏まえて算出する。（いずれも各制度を最大限活用で
きた場合の理論値）

運賃改定運賃改定 運賃改定 運賃改定運賃改定

単位：百万円

１ 鉄道維持案の収支シミュレーション

補助金(国･県)･交付税
赤字想定額

収入

支出

推計年次 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

収入　ⓐ 336 333 331 328 367 362 356 351 346 387 381 375 369 363 407 403 398 394 389 438 433 429 425 421 474 469 465 460 456 451 11,895

支出　ⓑ 2,190 1,979 1,643 1,772 2,188 1,865 1,935 2,011 1,885 1,835 1,630 1,692 1,883 1,944 2,022 2,102 2,119 2,280 2,607 2,649 4,207 4,301 4,471 5,052 4,103 3,270 3,172 3,225 3,410 3,512 78,953

人件費　 425 443 461 480 500 520 541 564 587 611 636 662 689 717 747 777 809 842 877 913 950 989 1,030 1,072 1,116 1,162 1,209 1,259 1,311 1,364 24,264

通常の修繕費・検査費 226 203 213 221 518 529 551 573 391 282 295 306 442 445 464 482 433 389 406 422 400 396 414 429 515 537 560 582 667 666 12,955

その他の運行経費 241 260 271 284 299 309 319 333 347 362 375 388 405 423 441 460 479 501 526 550 588 626 667 713 747 769 789 812 839 868 14,993

設備の更新投資費 1,297 1,073 699 787 871 507 524 542 560 580 325 336 347 359 371 383 397 547 798 764 2,269 2,290 2,361 2,838 1,724 802 613 572 593 613 26,741

補助金（国・県）ⓒ 753 611 405 454 662 461 478 495 399 345 204 211 287 289 300 310 283 335 476 458 1,274 1,275 1,315 1,579 999 488 386 364 412 411 16,717

国 452 367 243 272 397 276 287 297 240 207 123 126 172 173 180 186 170 201 286 275 764 765 789 948 599 293 232 218 247 246 10,030

県 301 245 162 182 265 184 191 198 160 138 82 84 115 115 120 124 113 134 190 183 509 510 526 632 399 195 154 146 165 164 6,687

135 110 73 82 119 83 86 89 72 62 37 38 52 52 54 56 51 60 86 82 229 229 237 284 180 88 69 66 74 74 3,009

赤字想定額　ⓑ－ⓐ－ⓒ－ⓓ 966 924 835 908 1,040 959 1,015 1,075 1,068 1,042 1,008 1,068 1,176 1,240 1,262 1,334 1,386 1,491 1,656 1,671 2,271 2,368 2,494 2,768 2,451 2,225 2,252 2,335 2,468 2,576 47,332

赤字想定額（累計額） 966 1,890 2,725 3,633 4,673 5,632 6,647 7,722 8,790 9,832 10,840 11,908 13,084 14,324 15,585 16,919 18,306 19,797 21,453 23,124 25,395 27,763 30,257 33,025 35,475 37,700 39,952 42,287 44,756 47,332

30年累計

普通交付税  ⓓ



２ 鉄道上下分離案
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新型車両13両導
入のため投資額増

列車無線デジタル化の対応、
浄化槽更新、ワンマン機器更

新のため投資額増 複数の鋼橋塗り替え
のため投資額増

軌道関連（レール・まくらぎ）を当初10年に集中投資
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収入

支出

人件費
修繕費・検査費
その他の経費
設備の更新投資費

収支シミュレーションの
概要

 修繕費・検査費と更新投資費について、社会資本整備総合交付金（地域公
共交通再構築事業）（国1/2）の活用を見込む。

 社会資本整備総合交付金については、軌道関連の集中投資期間である当初
10年間活用するものとして検討。

 過去5年間の実績の平均値から、今後30年間の物価上昇率を年4.1％、建設
費上昇率を年3.4％に設定。

 物価上昇率が10年間で約4割であることと、近年の他鉄道の値上げ実態等を
考慮し、運賃は5年ごとに約2割の値上げとした。

 国・県補助金のほか、交付税措置も踏まえて算出する。（いずれも各制度を最
大限活用できた場合の理論値）

② 鉄道上下分離案

単位：百万円
・30年間の累計赤字想定額は439.3億円、 平均赤字想定額は14.6億円となっている。

２ 鉄道上下分離案の収支シミュレーション

運賃改定運賃改定運賃改定運賃改定 運賃改定

補助金（国・県）・交付税
赤字想定額



３ BRT（バス高速輸送システム）案
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ＢＲＴ専用道の整備費

③ BRT（バス高速輸送システム）案

収支シミュレーションの
概要

 運行条件は、原則として令和6年度調査と同様とする。
 過去5年間の実績の平均値から、今後30年間の物価上昇率を年4.1％、建設
費上昇率を年3.4％に設定。

 物価上昇率が10年間で約4割であることと、近年の他鉄道の値上げ実態等を
考慮し、運賃は5年ごとに約2割の値上げとした。

 ＢＲＴの走行空間（走行路面、停留所、シェルター等）整備について、社会
資本整備総合交付金（地域公共交通再構築事業）（国1/2）を見込む。

 運行により生じた欠損額（営業損失額）について、地域内フィーダー補助（国
1/2）を見込む。

 運行に係る自治体の赤字負担分について、特別交付税措置（措置率80％）
を見込む。

 補助金額及び交付税措置額については、いずれも各制度を最大限活用できた
場合の理論値を見込む。

ＢＲＴ専用道の整備費、車両購入費、踏切撤去費

単位：百万円

３ BRT（バス高速輸送システム）案の収支シミュレーション

・30年間の累計赤字想定額は147.9億円、 平均赤字想定額は4.9億円となっている。

運賃改定 運賃改定運賃改定 運賃改定運賃改定

補助金(国･県)･交付税
赤字想定額

収入
支出
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直方看護専修学校
鞍手高等学校

田川高等学校

【ルートの考え方】

専用道を通行することを基本とするが、以下
については一般道を活用した。

・維持補修費が高価なため、直方駅から嘉麻
川橋りょう区間は一般道を活用した。

・田川伊田駅、田川後藤寺駅及び行橋駅付近
はJRの線路と錯綜し、専用道の整備が困難
なため、一般道を活用した。

大型バス（乗車定員80人）13台
Googleマップを加工し作成

【田川伊田～行橋】
距離：26.8km
所要時間：55分
対象系統：■直方～行橋

■田川伊田～行橋

運行頻度：＜ 朝ピーク時 ＞3便/時
＜昼オフピーク時＞0～2便/時

※）対象系統の色は前出
の時間帯別運行便数の
グラフに合わせて表示

【直方～田川伊田】
距離：17.0km
所要時間：37分
対象系統：■直方～行橋

■直方～勾金
■直方～田川伊田

運行頻度：＜ 朝ピーク時 ＞5便/時
＜昼オフピーク時＞0～2便/時

※）対象系統の色は前出
の時間帯別運行便数の
グラフに合わせて表示

【直方～田川後藤寺】
距離：17.4km
所要時間：41分
対象系統：■直方～田川後藤寺

運行頻度：＜ 朝ピーク時 ＞1～2便/時
＜昼オフピーク時＞0～2便/時

※）対象系統の色は前出
の時間帯別運行便数の
グラフに合わせて表示

③ BRT（バス高速輸送システム）案

参考：ルートの概要



４ 路線バス案
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④ 路線バス案

鉄道撤去費用、装備品費用等

収入
支出

車両購入、営業所整備

専用道整備等

収支シミュレーションの
概要

 運行条件詳細は、「路線バス転換案調査報告書」のとおり。
 今後30年間の物価上昇率を年4.1％、建設費上昇率を年3.4％に設定。
 物価上昇率が10年間で約4割であることと、近年の他鉄道の値上げ実態等を
考慮し、運賃は5年ごとに約2割の値上げとした。

 走行空間整備（専用道）、バス装備品導入費用（ICカード、バスロケーション
システム、スマートバス停導入）について、社会資本整備総合交付金（地域公
共交通再構築事業）（国1/2）の活用を見込む。

 運行により生じた欠損額（営業損失額）について、地域間幹線系統補助（国
1/2、県1/2）及び地域内フィーダー補助（国1/2）※を見込む。

※運行条件によって申請する補助金が異なる。

 運行に係る自治体の赤字負担分について、特別交付税措置（措置率80％）
を見込む。

 補助金額及び交付税措置額については、いずれも各制度を最大限活用できた
場合の理論値を見込む。

単位：百万円

４ 路線バス案の収支シミュレーション

・30年間の累計赤字想定額は110億円、 平均赤字想定額は3.7億円となっている。

運賃改定運賃改定運賃改定 運賃改定 運賃改定

補助金(国･県)･交付税
赤字想定額


